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JPNICブログから、6,300人参加と史上最大規模となったIGF 2023
のフォトレポートをピックアップしました。ブログ記事ではもっと詳しく
解説されていますので、ぜひブログもご覧ください。
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https://blog.nic.ad.jp/2023/9306/dom_gov_team 2023年10月19日 インターネットガバナンス   他組織のイベント

初日Day0の晩に開催されたガーライベントは、会議棟の中のホワ
イエで開催されました。写真は鈴木総務大臣の挨拶の様子ですが、
中二階などにもホワイエが配されているため、思い思いの場所で
歓談するグループがいて、スピーチの時にはステージをのぞき込
む、のような様子がうかがえると思います。ビュッフェにはさまざま
な料理が並んでいましたし、ガーライベントの最後には日本庭園
の向こうに花火が上がりました。

IGF2023フォトレポート
2023年10月8日（日）から12日（木）までの5日間、京都市の京都国際会館でインターネットガバナンスフォーラム
（IGF）京都2023（以下、IGF2023と略します）が開催されました。IGFは国際連合が主催、ローカルホストは各国政
府が務めることになっており、今回のローカルホストは総務省でした。355セッションにわたりさまざまな議論が展
開されましたが、ここでは開会部分と、目を引いたセッション二つを紹介します。
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Day1の開会式では、歌舞伎「連獅子」を元としたプロジェクション
マッピングによる未来的な映像作品による迫力のあるオープニン
グの後、岸田首相が挨拶なさいました。マルチステークホルダーア
プローチによる対話の場としてのIGFの意義と重要性を強調し、
IGF2023での議論の進展に期待する力強い挨拶でした。首相は
開会式に引き続いて持たれたAIをテーマとしたハイレベルセッ
ションにも登壇なさり、2023年5月に開催されたG7広島サミット
の成果である広島AIプロセスに触れ、日本政府の積極的な取り
組みを示しました。
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注目に値するセッションとして、まず「IGF 2023 Day 0 Event #134 
Talk with Metaverse residents - a new identity and diversity
（メタバース住民と話す - 新たなアイデンティティと多様性）」が挙
げられます。バーチャル美少女ねむさんとのトークイベントをIGF
向けに作り変えたものです。ねむさんと共同研究を行う人類学者
Liubmila Bredikhinaさんがセッションに参加し、ジェンダー論の
観点からの議論もありました。メタバース上の人格をIGFに登壇さ
せる、メタバースの世界をIGFコミュニティに見てもらう、そしてね
むさんのファンのようなセグメントの方々にIGFに参加してもらう
など、いくつも意義深いことが実現したセッションとなりました。
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もう一つ目についたのは、Day2に開催された、IGF 2023 WS #69 
Manga Culture & Internet Governance-The Fight Against 
Piracy（漫画文化とインターネットガバナンス - 海賊版と戦う）です。
このセッションには慶應大学教授の村井純さんとともに、「ポーの
一族」などの作品で知られる大漫画家、萩尾望都（はぎおもと）さ
んも登壇しました。漫画文化の豊穣さや重要性が議論された後、
海賊版による被害の実態や対応策が議論されました。質疑応答
の時間には数名の参加者がフロアマイクに並び、正規版よりも海
賊版のほうがアクセスが良い実状が訴えられたり、逆に海賊版規
制による表現の自由への影響についての懸念が呈されるなど幅
広い議論がありましたが、全体的には漫画に対して並々ならぬ愛着を持った温かい意見が多く聞かれました。
セッション企画者である出版業界の方々とも話をしましたが、IGFの場で海外の方々にもこの問題を知らしめると
ともに意見が聞けた機会をとても高く評価なさっていました。このような機会が積み重なって国際的な認知が高
まり、問題解決に少しでも近づくことを願ってやみません。
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インターネット研究所
ハジメ・コトー Jr.  所長

助手ロボット
JP_29 Ⅱ

「インターネット歴史年表」も見てね!!
https://www.nic.ad.jp/timeline/

新型コロナウイルス感染症の流行を一つのきっかけとして、すっかりリモート
ワークやビデオ会議が当たり前になりました。これを支えるものの一つが、リ
モートアクセス機能です。Windows 11や10では、リモートデスクトップ接続と
いう名前で提供されています。

リモートワークの友

Apple Remote Desktopのベースとなったと言われているのが、英国のオリ
ベッティ・オラクル研究所が開発したVNC（Virtual Network Computing）と
いうソフトウェアです。1999年頃にGPL（GNU General Public License）で公
開されたもので、当初は画面を細かく区切り、書き換えのあった部分だけをそ
のまま転送するような方法を採っていました。クロスプラットフォーム性を重視
したためと思われます。そのため、MacをWindowsで、逆にWindowsをMacで
操作するといったことが簡単に実現できました。その代わり、書き換え部分が
多くなる動画の表示はほぼ不可能でした。

Windowsで言うとWindows 98、MacではMacOS 9の世代です。この頃には
LANも普及し始めており、一部のユーザーは複数台のさまざまなPCをネット
ワーク越しに使うためにVNCを利用しました。オリジナル版がGPLなこともあ
り、派生版が多いことも特徴です。

X Window System

リモートデスクトップ接続は2000年に発売されたWindows 2000 Serverで
採用が始まり、2001年のWindows XP Professionalから標準機能になりまし
た。まだ個人で複数台のPCを使う時代ではなかったためあまり話題にはなり
ませんでしたが、サーバのメンテナンスなどでは重宝しました。

元々は1990年代に米国のシトリックス・システムズ社が開発した、1台の
Windowsマシンに複数端末から、複数ユーザーがログオンするための拡張機
能が元になっています。当初Windowsはパーソナルコンピュータ向けのOSと
いう立ち位置だったので、マルチタスクは可能でもマルチユーザーは難しかっ
たのを補完する形で開発されました。これがマイクロソフト社との共同開発に
発展し、Windowsに取り込まれたのです。

最新のMacだと、一般ユーザー向けには「画面共有」という名前で、似たような
機能が用意されています。さらに遡ると、2002年にApple Remote Desktopと
いうソフトウェアが発売されています。ただ、これはOS標準ではなく別売り
で、現在でも開発が継続されています。

リモートデスクトップ

リモート
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協力:株式会社日本レジストリサービス
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ことはじめ
インターネット

次回はルーティングの予定です。

VNC

2024年現在、コンピュータはGUI（Graphical User Interface）で使うのが一般
的です。しかしサーバやルータの管理など、テキストベースでコマンドを入力
する用途も残っています。こうした用途には現在、通信が暗号化されるssh
（secure shell）が広く使われています。ssh以前にはインターネット黎明期から
rloginやtelnetというプログラムが使われていましたが、これらは通信が暗号化
されておらず、セキュリティの観点から推奨されなくなっています。

テキストベースでのリモートアクセス

インターネットには、そもそも全米に分散する学術系コンピュータを遠隔地か
ら共同利用するために開発された一面があります。その意味では、リモートア
クセスにうってつけと言えるわけです。現在、誰でも簡単にリモートアクセスを
利用できるのは、やはりインターネットのおかげといってよいでしょう。

インターネットの貢献

Unixワークステーションで標準的に使われているウインドウシステムが、
X Window System（以下、X）です。MacOSやWindowsの、画面を描画する機
能だけを切り出したようなシステムで、比較的低レベルな描画機能の提供に特
化しています。OSとは別にインストールすることで、GUIを持たないOSに後から
GUIを追加できます。開発開始は1984年で、決して早い時期ではありません。

特徴的なのが、設計当初からネットワーク経由での利用・動作させることを
前提としていた、ということです。画面を描画したいプログラム（クライアント）
と実際に画面を描画するプログラム（サーバ）が分離していて、クライアントは
描画コマンドをネットワーク越しにXプロトコルという形式でサーバに送信する
ようになっています。1台のコンピュータで完結する場合でも、クライアントと
サーバがネットワーク経由と同じ形式で通信するという徹底ぶりです。

Xではサーバとクライアントが別のコンピュータで動いている場合、自動的にリモー
トデスクトップで使うことになります。XプロトコルはOSに依存しないため、異なる
OS間でもリモートデスクトップを使うことができます。そのため、1980年代～1990
年代に主流であった、LAN上にさまざまなOSが混在しているワークステーション環
境において重宝され、広く普及しました。しかし、汎用性の高さや自由度の高さゆえ
に実装がやや複雑になることもあり、PCの世界ではあまり普及しませんでした。
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